
令和 5年度オンラインアンケート 調査結果 

「ジオパークに関する認知度調査」 
 

【目的】 

今後のジオパーク活動の参考にするため、地域住民の島根半島・宍道湖中海ジオパークに

関する認知度調査を実施しました。 
 

【調査期間】 令和６年１月１７日（水）～令和６年１月３１日（水） 

【回答者数】 ｎ＝１８ 
 

ジオパークに関する認知度調査                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（報告書様式） 

〔担当課コメント〕既にジオパークを知っている方の意見が以降のアンケート結果に反映され

る結果となった。 

〔担当課コメント〕既にジオパークを知っている方の中でも、約３割の方には目的についてま

では知られていない結果となり、認知向上に向けて一層努力する必要があると考える。 

口コミ 

その他 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔担当課コメント〕約２割の方が「島根半島・宍道湖中海ジオパーク」の存在、または「島根

半島・宍道湖中海ジオパーク」の対象エリアを知らない結果となった。 

〔担当課コメント〕テレビ・新聞などのマスコミに次いでホームページやパンフレットが多か

った。また、「その他」ではジオパークエリア内へ直接行き認知された例もあり、マスコミの活

用をはじめ、現地での看板等も充実させるなど、様々な方法での PRが必要であると考える。 

facebook や Instagramなどの 

SNS、YouTube 動画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔担当課コメント〕ジオパークを知っている方でも、実際に拠点施設へ訪問した事がある方は

約半数であることが判明したことから、本ジオパークの魅力発信の強化と、拠点施設機能の充

実と PR強化が必要であると考える。 

〔担当課コメント〕展示の見学等を目的に訪問した方が全体の 4割を占めており、ジオパーク

について知る事ができる展示や、興味をもっていただけるような施設作り等、一層の充実が必

要であると考える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔担当課コメント〕参加したことがない方が約７割となり、ジオパークに対して興味をもち、

活動に参加していただけるような取り組みが必要である。 

ショッピングセンターなどでのイベント 

〔担当課コメント〕地質遺産や歴史文化遺産を巡るツアーが最も関心が高く、次いで自然体験

イベントが続いた。地質や歴史文化を学べる機会や体験型の活動に対する関心も高い事が判明

した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔担当課コメント〕地質遺産の保全や観光振興、地域活動の強化、郷土愛の醸成への期待が高

く、幅広い分野においての活動の充実が望まれている。 

防災や気候変動に対する意識の向上 

〔担当課コメント〕地元市民が地域の自然や歴史文化の素晴らしさを再認識する必要性がある

という指摘があった。歴史文化に関するツアーや自然体験プログラムの創出、また効果的なＰ

Ｒでジオパークを身近に感じてもらい、関心を高められる活動を行う必要があると考える。 


